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１．はじめに 
循環型社会の構築のため、廃棄物等の製造工程から

生じる副産物の再生利用が促進されている。しかし、再生

品の環境安全性の評価には法律で定められた方法がな

いため、現状では環境庁告示第 46号（土壌環境基準）や

環境省告示第 19 号（含有量試験）が準用されていること

が多い。再生品は、様々な環境条件や期間で使用されて

おり、その長期的な安全性を確認するために様々な pH
条件で 10 週間の液浸試験を行った結果を報告する。 
 
２．実験方法 

再生品の試料として、埋戻し材等として利用され

ている建設汚泥（A、B、C）を用いた。固液比 1:50 で

1L 広口ガラス瓶に試料と蒸留水を入れ、試料を攪拌

しながら pH を調整した。設定する pH 条件は、pH2.5、
4、7、9、12 の 5 段階とし、それぞれ 1N HCl 又は 1N 
NaOH で設定した pH になるように滴下した。液浸期

間中、pH を毎週測定し、設定した pH からずれてい

る場合には、1N HCl 又は 1N NaOH で設定した pH に

なるように調整した。 
有害物質等の溶出量について、液浸開始から 1 日

後、1 週間後及び 10 週間後に溶液を分取して分析を

行った。なお、分取した溶液分だけ蒸留水を追加し、

前述のとおり pH 調整を行った。分析は、JIS K 0102
（2016）に示されている方法に従い、カドミウム、鉛、

その他金属類及びほう素は ICP 発光分光分析装置

（Agilent 製 5110 ICP-OES）、ひ素は水素化物発生原

子吸光光度計（日立製 Z-2300）、ふっ素は吸光光度計

（島津製作所製 UV-2550）を用いた。 
 
３．実験結果及び考察 

再生品 A、B 及び C について有害物質等を分析し

たところ、pH7 や pH9 の条件ではほとんどの物質で

溶出量は少なかった。一方、pH2.5、pH4 及び pH12 の

設定では、試料によって溶出量に違いはあるものの、

有害物質として、ほう素、ふっ素及び鉛が、その他金

属類としてはアルミニウム、マンガン及び鉄が主に

溶出した。再生品 B について、10 週目までの累積溶

出量を表 1 に示す。再生品 B について、ほう素以外

の 5 物質は酸性側で溶出量が多くなった。ただし、

pH2.5 では多く溶出したものの、pH4 では比較的少な

かった。 

 再生品 B の累積溶出量の経時変化を図 1 に示す。

ほう素は、初期溶出量が少ないものの、pH12 では 10
週間後まで溶出が確認され、ふっ素は、pH2.5 におい

て初期溶出量が多く、1 週間後まで溶出が確認された。

アルミニウムやマンガンについても pH によって異

なるが、初期溶出量は少ないものの、その後増加する

傾向が見られた。物質によって溶出する pH 条件や期

間が異なるため、近くでコンクリートが使用される

など、強アルカリ性や強酸性に晒される可能性があ

る場合には注意が必要だと考えられる。 

 
４．結論 

今回用いた再生品では一般的に使用されうると考えら

れる pH 範囲では有害物質等の溶出がほとんど起こらな

いものの、強酸性や強アルカリ性の環境に長期間晒され

ると、ほう素等の溶出が継続して起こることが確認された。

そのため、再生品が使用される pH 条件や期間について

は注意が必要になるだろう。 

表 1 再生品（B）の有害物質及び金属類累積溶出量 
（単位：mg/kg）

金属類
Ｂ Ｆ Ｐｂ Ａｌ Ｍｎ Ｆｅ

pH2.5 10 28 3.0 2486 146 685
pH4 18 ND ND 5.3 32 1.8
pH12 96 2.2 0.3 354 ND 1.3

有害物質

図 1 ほう素(B)、ふっ素(F)、アルミニウム(Al) 

及びマンガン(Mn)累積溶出量の経時変化 
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